
一
経
緯

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
比
較
し
て
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
言

葉
は
ま
だ
聞
き
慣
れ
て
い
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
言
葉
を
我
々
の
保
健
管
理
業
界
で
最
初
に
使
っ
た
の
は
フ
ィ
ジ

カ
ル
ヘ
ル
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
し
た
と
き
と
思
わ
れ
る
。
平
成

一
〇
年
当
時
、
国
公
私
立
大
学
の
保
健
管
理
担
当
者
が
集
い
学
生
の

心
身
の
健
康
を
広
く
論
ず
る
場
所
と
し
て
は
、
全
国
大
学
保
健
管
理

研
究
集
会
と
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
の
地
方
部
会
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
面
で
は
全
国
大
学
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
会
、

国
立
大
学
保
健
管
理
施
設
協
議
会
に
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
協
議

会
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
特
別
委
員
会
が
あ
り
、
活
発
に
研

究
・
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
身
体
に
関
す
る
研
究
会
は

な
か
っ
た
。

大
学
生
の
身
体
の
健
康
対
策
は
多
く
の
大
学
が
同
じ
よ
う
な
環
境

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
磨
い
て
き
て
い
る
が
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
、
苦
労
談
・
成
功
談
等
を
気
楽
に
忌
憚
な
く
情
報
交
換
で

き
る
場
所
が
あ
れ
ば
極
め
て
有
益
で
あ
る
。
そ
こ
で
数
人
に
声
を
掛

け
た
と
こ
ろ
直
ち
に
賛
同
が
得
ら
れ
設
立
が
決
ま
っ
た
。
さ
て
会
の

名
前
で
あ
る
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
言
葉
は
精
神
衛
生
、
精

神
保
健
あ
る
い
は
心
の
健
康
と
と
ら
え
ら
れ
て
精
神
科
医
や
臨
床
心

理
士
等
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
我
々
が
立
ち
上
げ
よ
う
と
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学
生
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
―
概
要

戸
部
和
夫

（
岡
山
大
学
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
保
健
部
門
長
）



が
さ
ら
に
強
く
、
一
方
、
女

子
で
は
痩
せ
化
が
顕
著
で
あ

る （
１
）（
図
１
）
。
さ
ら
に
、
隠

れ
肥
満
は
有
病
率
の
増
加
に

繋
が
る
。

（
２
）

一
方
、
骨
粗
鬆
症

の
リ
ス
ク
因
子
に
は
女
性
で

あ
る
こ
と
や
痩
せ
な
ど
も
あ

り
、
極
端
な
痩
せ
傾
向
も
心

配
で
あ
る
。
大
学
生
年
代
か

ら
の
健
康
対
策
の
必
要
性
に

は
切
実
な
も
の
が
あ
る
。

血
圧
が
高
い
の
は
多
く
の

場
合
緊
張
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
こ
れ
が
将
来
の
高
血
圧

に
繋
が
り
易
い
こ
と
も
明
ら

か
で
、

（
３
）

心
電
図
で
は
要
注
意

不
整
脈
と
し
て
Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候

群
等
が
あ
る
。
健
診
の
胸
部

Ｘ
Ｐ
で
肺
結
核
が
発
見
で

き
た
場
合
は
、
多
く
は
早
期
・

無
症
状
で
排
菌
も
な
く
、
治
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表１ 新入生の平均BMIおよび肥満者率の推移（岡山大学）

年

男 女

人 数 平均BMI
肥満（％）
BMI≧25

人 数 平均BMI
肥満（％）
BMI≧25

S30（1955） 601 20.1 0.7％ 199 20.9 3.5％

S40（1965） 731 20.1 1.2％ 282 20.7 1.4％

S50（1975） 1004 20.6 3.7％ 497 20.7 2.6％

S60（1985） 1254 21.5 8.9％ 585 20.9 3.6％

H07（1995） 1417 21.6 11.6％ 857 20.8 5.8％

H17（2005） 1399 21.4 12.6％ 918 20.4 5.3％

（新入生：昼間部学部学生）

図１ 入学後の年度別平均BMIの推移（岡山大学）

し
て
い
る
の
は
内
科
医
等
が
中
心
と
な
る
…
フ
ィ
ジ
シ
ヤ
ン
が
…
云
々

と
考
え
て
い
る
う
ち
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
（
身
体
的
健
康
）
と
い

う
言
葉
が
浮
か
び
、
会
の
名
前
を
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
し
た
。
和
製
英
語
か
と
心
配
し
た
が
米
国
で
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
と
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
平
成
一
一
年
三
月
に
第
一
回
が
名
古
屋
大
学
で
開

か
れ
、
平
成
二
〇
年
三
月
の
北
海
道
大
学
で
の
開
催
で
第
一
〇
回
を

迎
え
る
。
毎
回
充
実
し
た
討
議
や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
最
近
は
私

立
大
学
も
加
わ
り
、
大
学
に
お
け
る
保
健
管
理
に
極
め
て
有
益
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
大
学
の
保
健
管
理
施
設
が
一
般
的
に
広
く
行
っ
て
い
る

学
生
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
、
本
学
の
こ
と
を
中
心
に
概
説

す
る
。

二
健
康
診
断
・
事
後
措
置

学
校
保
健
法
で
学
生
の
定
期
健
康
診
断
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
学
で
は
学
部
の
入
学
生
健
診
は
在
学
中
の
健

康
管
理
の
礎
と
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
、
よ
り
充
実
し
た
形
で
行
っ

て
い
る
。

こ
こ
で
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
に
注
目
す
る
が
、
本
学
で
は
新
入
生
は

当
然
全
員
受
診
で
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
健
康
者
に
は
そ
の
維
持
・

増
進
、
有
病
者
に
は
疾
病
管
理
支
援
等
を
目
的
に
、
身
長
・
体
重
、

血
圧
、
検
尿
、
胸
部
Ｘ
Ｐ
、
心
電
図
、
血
液
検
査
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
―
貧
血
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
―
肝
機
能
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
尿
酸
等
）
に

加
え
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
保
健
師
・
栄
養
士
が
健
康
問
診
・
食

生
活
問
診
を
行
う
と
と
も
に
日
常
生
活
の
注
意
を
、
医
師
が
診
察
と

と
も
に
総
合
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

最
も
健
康
的
な
年
代
で
は
あ
る
が
、
新
入
生
は
そ
れ
ま
で
の
手
厚

い
親
の
庇
護
か
ら
離
れ
て
下
宿
生
活
が
始
ま
る
。
新
た
な
環
境
の
中

で
、
食
生
活
の
乱
れ
、
飲
酒
・
喫
煙
問
題
、
男
女
交
際
な
ど
心
身
の

健
康
に
関
す
る
相
談
場
所
と
し
て
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
や
学
生
相
談

室
等
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
新
入
生
健
診
で
広
く
周
知
さ
せ
て
い
る
。

昨
今
、
成
人
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
が
、
平
成
一

九
年

度
新
入
生
の

Ｂ
Ｍ

Ｉ
（
B
o
d
y

M
a
ss

In
d
ex

体
重
㎏
÷
身
長
㎡
）
が
二
五
以
上
の
肥
満
は
男
子
で
一
二
・

一
％
、
女
子
で
四
・
五
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
昭
和
三
〇
年
か
ら
一
〇

年
ご
と
の
記
録
で
比
較
す
る
と
、
昭
和
三
〇
年
男
子
肥
満
は
〇
・
七

％
で
、
年
々
肥
満
率
は
大
き
く
増
加
し
、
男
子
新
入
生
の
肥
満
化
傾

向
が
顕
著
で
あ
る
（

表
１
）
。
こ
の
よ
う
な
学
生
が

卒
業

後
ど
の
よ

う
な
体
重
変
化
を
辿
る
か
を
追
跡
調
査
で
見
る
と
、
昭
和
三
〇
年
入

学
生
に
比
し
近
年
に
な
る
ほ
ど
、
男
子
で
は
卒
業
後
の
肥
満
化
傾
向
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平
成
一
五
年
五
月
に
施
行
さ
れ
、
そ
れ
と
相
前
後
し
て
全
国
で
禁
煙

運
動
が
次
第
に
盛
り
上
が
り
、
新
入
生
喫
煙
率
も
次
第
に
低
下
し
て

い
る
。
し
か
し
な
お
、
在
学
中
に
喫
煙
習
慣
を
身
に
つ
け
る
学
生
も

相
当
数
が
存
在
す
る （
４
）（
図
２
）
。
こ
の
こ
と
は
大
学
に
と
っ
て
は
由

由
し
き
問
題
で
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に
敷
地
内
全
面
禁
煙
に
踏

み
切
る
大
学
も
次
第
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
本
学
で
は
健
診
で
非
喫
煙

学
生
に
「
喫
煙
志
向
度
」
と
し
て
、
「
今
後
あ
な
た
は
タ
バ
コ
を
、

Ａ

：

絶
対
吸
わ
な
い
、
Ｂ

：

ほ
ぼ
吸
わ
な
い
、
Ｃ

：

も
し
か
し
た
ら

吸
う
か
も
し
れ
な
い
、
Ｄ

：

多
分
吸
う
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
、
Ｅ

：

確
実
に
吸
う
だ
ろ
う
」
の
ど
れ
か
を
選
択
し
て
貰
い
、
こ
れ
が
良
く

将
来
の
喫
煙
を
予
測
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
～
Ｅ
選
択
学
生
に
は
禁

煙
を
特
に
指
導
し
て
い
る
。

ｃ

．

労
働
安
全
衛
生
対
策

平
成
一
六
年
四
月
の
国
立
大
学
の
法
人
化
と
と
も
に
労
働
安
全
衛

生
法
の
対
象
と
な
り
、
環
境
管
理
、
職
場
巡
視
、
特
殊
健
診
等
の
概

念
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
多
く
の
役
割
を
産
業
医
、
衛
生
管
理
者
等
と

し
て
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
る
。
学
生
は
直
接
の
対
象
で

は
な
い
が
、
同
じ
場
所
で
学
ん
で
い
る
も
の
で
あ
り
、
職
員
に
準
じ

て
安
全
衛
生
は
配
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
別
々
の
学
部
で
、
類
似

し
た
状
況
で
学
生
の
実
験
中
の
事
故
が
起
き
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
や
起
き
た
事
故
を
共
有
し
て
事
故
防
止
の
一
助
と
す
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図２ 学生の学年別喫煙率の推移

―H.3年～H.17年（健診受診者）、岡山大学―

療
期
間
も
短
い
が
、
発
見
が
遅
れ
て
排
菌
が
あ
れ
ば
集
団
感
染
・
予

防
内
服
な
ど
大
事
と
な
る
。
肺
結
核
頻
度
は
少
な
く
は
な
っ
て
い
る

が
な
お
要
注
意
で
あ
り
、
さ
ら
に
胸
部
Ｘ
Ｐ
で
気
胸
や
縦
隔
洞
腫

瘍
等
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
。
早
朝
尿
の
一
次
検
尿
異
常
率
は
、

蛋
白
二
・
四
％
、
潜
血
一
・
〇
％
、
糖
（
±
以
上
）
二
・
〇
％
で
あ

る
。血

液
検

査
で

貧
血
頻
度
は

男
子
（
一

三
・
五

ｇ

/

dl未
満
）
一
・
二

％
、

女
子
（
一
一
・
五

ｇ

/

dl未
満
）
四
・
〇
％
で
、
中
に
は
こ
れ

で
よ
く
動
け
る
な
と
思
う
ほ
ど
の
高
度
貧
血
者
が
毎
年
必
ず
見
つ
か

る
。
肝
機
能
Ｇ
Ｐ
Ｔ
異
常
（
四
一

IU/

ｌ
以
上
）
は
男
子
九
・
〇
％
、

女
子
〇
・

七
％
、

高
コ

レ
ス

テ
ロ
ー

ル
（
二
二
〇

㎎

/

dl以
上
）
は

男

子
四
・
二
％
、

女
子

九
・
五
％
で
あ
る
。
尿

酸
七
・
五

㎎

/

dl以
上

は
男
子
六
・
三
％
、
女
子
に
は
ほ
ぼ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
入
学
時
健
診
で
軽
度
異
常
を
含
め
て
広
く
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
し
、
事
後
措
置
で
再
検
・
精
検
等
を
行
い
適
切
な
指
導
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
診
断
は
異
常
を
見
い
出
す
た
め
だ
け
で
は

決
し
て
な
く
、
学
生
自
ら
が
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
心
身
の
健
康
観

を
育
成
す
る
機
会
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
一
九
八
四
年
か
ら
数
十
万
人
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
た
「
学

生
の
健
康
白
書
」
が
五
年
ご
と
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
平
成
一
九
年

一
〇
月
の
第
四
五
回
全
国
大
学
保
健
管
理
研
究
集
会
（
大
分
大
学
）

で
最
新
の
集
計
・
分
析
が
発
表
さ
れ
、
近
く
発
刊
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

三
保
健
活
動

ａ

．

感
染
症
対
策

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
感
染
症
対
策
は
、
平
成
四
年
か
ら

の
エ
イ
ズ
大
啓
発
活
動
、
平
成
一
一
年
の
結
核
緊
急
事
態
宣
言
時
の

医
療
系
学
生
へ
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
導
入
、
平
成
一
五
年

の
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
（
sev

ere
a
cu

te
resp

ira
to
ry

sy
n
d
ro

m
e
重

症
急

性
呼
吸
器
症
候
群
）
時
の
流
行
地
か
ら
の
来
学
者
・
帰
国
者
対
応
、

平
成
一
八
年
冬
か
ら
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
平
成
一
九
年
三
月

か
ら
の
遅
れ
て
き
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
そ
し
て
同
五
月
か
ら
の
成

人
麻
疹
大
流
行
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
は
百
日
ぜ
き
の
集
団
感
染
な

ど
息
つ
く
間
も
な
い
感
が
あ
る
。
さ
ら
に
今
後
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
動
向
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
は
感
染
症
対
策
の
最
前
線
に
位
置
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

危
機
管
理
意
識
の
向
上
と
と
も
に
、
そ
の
役
割
は
一
層
重
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

ｂ

．

喫
煙
対
策

健
康
増
進
法
（
受
動
喫
煙
の
防
止
）
が
平
成
一
四
年
八
月
に
公
布
、
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い
教
養
と
最
新
の
知
識
・
技
術
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
生
涯
を
通
じ

た
心
身
の
健
康
観
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
本
人
の
幸
せ

の
み
な
ら
ず
、
国
益
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
学
生
を
め
ぐ
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、

学
生
の
心
身
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、

フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
両
輪
が
相
伴
っ
て
作
動
す
る
こ
と
が
重

要
と
実
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
委
員

会
委
員
長
）

文
献

（
１
）
T
o
b
e
K
,
et
a
l.
E
ffect

o
f
ch
a
n
g
e
in
b
o
d
y
m
a
ss
in
d
ex
o
n

m
o
rb
id
ity
in
n
o
n
-o
b
ese
u
n
iv
ersity

g
ra
d
u
a
tes.
A
cta
M
ed
.

O
k
a
y
a
m
a
五
六（
三
）、
一
四
九
一
五
八
、
二
〇
〇
二

（
２
）
松
浦
一
陽

他

：

わ
が
国
の
非
肥
満
者
に
お
け
る
体
重
増
加
の
臨

床
的
意
義
―
隠
れ
肥
満
と
予
防
医
学
的
理
想
体
重
―
、
C
A
M
P
U
S

H
E
A
L
T
H
三
七（
二
）、
八
五
九
〇
、
二
〇
〇
一

（
３
）
小
倉
俊
郎

他

：

健
康
予
後
調
査
第
二
報
―
卒
後
二
〇
年
間
の
血

圧
の
変
化
―
、
C
A
M
P
U
S
H
E
A
L
T
H
三
六
（
一
）
、
五
〇
五

五
〇
六
、
二
〇
〇
〇

（
４
）
戸
部
和
夫

他

：

男
子
学
生
入
学
時
の
喫
煙
志
向
度
と
そ
の
後
の

喫
煙
開
始
状
況
に
関
す
る
検
討
―
面
接
調
査
を
含
め
て
―
、

C
A
M
P
U
S
H
E
A
L
T
H
四
五（
二
）、
二
〇
〇
八
（
in
p
ress）

（
５
）
戸
部
和
夫

他

：

実
験
・
実
習
中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
―
写
真

で
見
る
事
故
事
例
集
―
、
岡
山
、
和
光
出
版
、
二
〇
〇
六
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る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
本
学
の
二
年
間
の
巡
視
記
録
「
写
真
で
見

る
事
故
事
例
集
」
を
刊
行
し （
５
）、
新
た
に
実
験
を
始
め
る
学
生
に
配
布

し
て
事
故
予
防
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

ｄ

．

そ
の
他

イ
ッ
キ
飲
み
、
食
中
毒
、
カ
ル
ト
、
性
感
染
症
等
々
の
啓
発
や
対

策
、
親
の
庇
護
か
ら
離
れ
て
と
も
す
れ
ば
無
防
備
と
な
り
や
す
い
学

生
に
対
す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
維
持
の
た
め
の
保
健
活
動
は
多
彩

で
あ
る
。

四
日
々
の
相
談
活
動

多
数
の
学
生
が
学
ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
発
熱
、
咽
頭
痛
、
鼻
汁
、

咳
等
の
風
邪
症
候
群
や
腹
痛
、
下
痢
の
急
性
胃
腸
炎
、
ま
た
、
打
ち

身
、
切
り
傷
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
等
が
多
く
、
応
急
処
置
的
な
対
応
を

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
く
の
軽
症
の
中

で
希
で
は
あ
る
が
、
白
血
病
・

リ
ン
パ
腫
、
結
核
、
肝
炎
、
Ｏ

157感

染
症
な
ど
重
症
疾
患
に
も
遭
遇
し
、
常
に
慎
重
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
身
体
の
不
調
で
来
所
し
て
い
る
場
合
で
も
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
面

へ
の
配

慮
が

必
要
で
、
「

何
か
心
配
事
が
あ
る
の

？
」
な

ど
さ
り
げ
な
い
言
葉
で
学
生
が
ど
っ
と
涙
を
流
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
担
当
者
へ
繋
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

五
健
康
教
育

受
験
競
争
に
打
ち
勝
ち
志
望
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
数
年
間
の

目
標
で
あ
っ
た
新
入
生
に
は
、
健
康
の
維
持
・
増
進
、
疾
病
予
防
に

関
す
る
意
識
は
低
く
、
知
識
も
少
な
い
。
し
か
し
、
大
学
生
活
と
と

も
に
種
々
の
リ
ス
ク
が
訪
れ
る
訳
で
、
健
康
教
育
も
保
健
管
理
担
当

者
の
大
き
な
責
務
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
海
外
旅
行
感
染
症
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
体
験
談
、
震
災
対
策
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
な
ど
様
々

な
講
演
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
一
般
教
養
講
義
も
積
極
的
に
開

講
し
て
い
る
。
内
容
は
、
学
生
に
と
っ
て
緊
急
性
の
あ
る
も
の
、
学

生
の
健
康
一
般
に
係
わ
る
も
の
、
将
来
の
健
康
上
必
要
な
も
の
、
の

三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
ヘ
ル
ス
医
が
担
当
し
て
い
る

一
コ
マ
を
紹
介
す
る
と
、
第
一
回

：

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
第
二

回

：

ア
ル
コ
ー
ル
・
喫
煙
・
カ
ル
ト
宗
教
、
第
三
回

：

健
康
戦
略
、

第
四
回

：

性（
行
為
）感

染
症
、
第
五
回

：

エ
イ
ズ
に
学
ぶ
、
第
六
回

：

妊
娠
・

避
妊
・
中

絶
、
第
七

回

：

心
の
健
康
（
一
）
、
第
八

回

：

心

の
健
康
（
二
）
、
第
九

回

：

発
熱
・

か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン

ザ
、
第

一
〇
回

：

食
事
と
健
康
、
第
一
一
回

：

歯
と
健
康
、
第
一
二
回

：

健

康
と
ス
ポ
ー
ツ
、
第
一
三
回

：

肥
満
・
か
く
れ
肥
満
、
第
一
四
回

：

寿
命
と
癌
、
第
一
五
回

：

総
ま
と
め
、
で
あ
る
。
大
学
で
学
生
が
深
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